
留学のために日本から申請
できる主な奨学金は、日本
学生支援機構のウェブサイ
トにまとめられています。
検索機能もあるので、検討
している留学先の国や教育
機関から絞り込むことがで
きます。
国内のすべての奨学金が網
羅されているわけではあり
ませんが、まずはじめの情
報収集に活用できるサイト
となっています。

募集人数 　：年間 20 名程度
留学対象国 ：アメリカ・イギリス
支給額　　 ：アメリカ 年間 95,000 ドルを上限
 　イギリス 年間 65,000 ポンドを上限
選考方法　：書類選考と対面面接 2 回

募集人数　：若干名（毎年）
留学対象国：限定なし
支給額  ：一括 150 万円
選考方法  ：書類選考

など、他数百の奨学金情報が掲載されています。

その他、各自治体などが提供している奨学金は競争率も低く受給率を上げられる

可能性もあります。お住まいの市や区役所のウェブサイトも確認してみましょう。

日本国内の奨学金の探し方
残念ながら、世界中の大学の奨学金情報がまとまったサイトはありません。た
だし、日本と比べ奨学金制度が充実しているのが海外の大学です。まずは大き
く３つの方法で海外の奨学金獲得の手がかりにしていきましょう。

一般に公開されている奨学金情報だけでなく、入学志願時に一つエッセイを追

加して自分だけの奨学金をもらうことができたり、サポートをお願いする留学

エージェント独自で持っている奨学金枠などもあります。実際の海外進学準備

の際は、利用するエージェントに聞いてみましょう。

海外の奨学金の探し方

志望大学ウェブサイトで
留学生も対象の奨学金有無を確認

例えば以下のような奨学金が掲載されています

-

3 人に 1 人 は使ってる！

主な奨学金のタイプ

奨学金の探し方

留学するとなるとまずはじめに気になるのが費用だと思います。当然、日本に進学するより費用がかかる留学先がほとんどです。そこでま

ず頼りにしたいのが奨学金ですね。とはいえ、奨学金にもいろいろな種類があり、国・大学・民間企業・私設財団など様々な提供元があり、

もちろん誰でももらえるものではありません。自分の強みや現在の状況にマッチしたものを上手に利用しましょう。

奨学金獲得のコツ

事実、3 人に 1 人以上が何らかの奨学金を使っている！
（2020 年留学情報館調べ。有効回答件数：304 件）

円グラフにもあるように、実に、海外進学経験者の、３人に１人以上
が何らかの奨学金を使って海外進学を実現しています。奨学金
は、決して一部の成績優秀者や技術に長けたアスリートだけのものではな
いんですね。前述の日本学生支援機構などのサイトや、志望先大学の奨学
金制度は積極的に確認していきましょう。

使わなかった

奨学金、または学資ローンを使いましたか？

63.8％

日本の奨学金制度 /
学資ローンを使った

留学先の大学が提供
する奨学金 /
学資ローンを使った

17.8％

18.4％ 36.2％！

奨学金申請のただ一つの目的は、「奨学金をもらうこと」です。そのため

には、奨学金があなた自身に支給される確率がいかに高いか、を観点に応

募する奨学金を選びましょう。どれだけ奨学金支給額が高く設定されてい

ても、あなたに受給資格がなかったり、奨学金理念にあなたの強みを活か

せるものがないのであれば、獲得できる望みは薄く、奨学金申請書類を揃

える努力も実りにくくなります。

ポイントは 3 つ。

①自分の条件に該当する奨学金を選ぶ
申し込み資格を確認

多くの奨学金は、誰でも申し込み OK ！というものではありません。それ

ぞれの奨学金の設立理念に基づいて申請者の条件が決められています。ま

ずは、あなたが申請条件に当てはまるか確認しましょう。

選考基準に自分の強みが発揮できるか確認

申し込み資格が確認できたら、次は選考基準の確認です。あなたの強みが

選考基準に入っているなら絶好の機会です。奨学金運営団体も、闇雲にお

金をばらまいているわけではなく、運営団体の理念を遂行してくれる学生

を探しています。選考基準＝彼らの理念を実現できる条件というわけです。

②奨学金の設立目的を理解して申請する
希望理由が大事

条件に該当する奨学金が見つかったら、次にすることは奨学金理念の確認

です。例えば、先に上げた日本学生支援機構の事業概要は「我が国の大学

等において学ぶ学生等に対する適切な修学の環境を整備し、もって次代の

社会を担う豊かな人間性を備えた創造的な人材の育成に資するとともに、

国際相互理解の増進に寄与すること」と書かれています。簡単に言うと、

“ 豊かな人間性と創造力があって、海外の異文化を理解し、日本の文化を

海外に伝える ” 能力を得るために留学が必要、ということが申請書類でア

ピールできれば、日本学生支援機構の理念にかなうわけです。

整理すると、申請書の準備をするに当たり以下の３つを押さえておくと良

いでしょう。

・その奨学金運営団体が何の目的で奨学金を支給しているのか

・奨学金獲得者に期待することは何か

・過去の獲得実績としてどのような申請者がいるのか

③競争率が低めの奨学金を探す
実は、奨学金運営団体は本当にたくさんあります。自分の条件に合った奨

学金に、運営団体の理念にかなった申請を出しても、あなたと同じ条件の

申請者が他にたくさんいれば、獲得できる確率は下がります。進学先の大

学が提供する奨学金は、これに当てはまるでしょう。同じ大学入学基準で

選抜された同級生が全員ライバルになるのですから。少ないライバルの環

境で奨学金獲得率を上げるのであれば、例えば地方自治体が運営するもの、

民間企業が特定の分野の修学に対して支給するもの、など他の申請者と比

べあなたの強みが際立つ環境の奨学金も狙い目です。

日本 海外

タイプ 給付型 貸与型 Merit Based
（メリットベース）

Need Based/Grants
（ニードベース / グラント）

説明
返還不要の奨学金。
審査基準は厳しい

将来返還しなければならない奨学金。
無利子で利用できるものと有利子のも
のがある。条件を満たせば審査基準は
高くない

成績優秀者、スポーツ功労者な
ど大学に功績を残した学生が対
象の奨学金

経済的困窮者など、その大学で就学す
るのに十分な学力がありながら資金的
な理由で留学を諦めないといけない学
生が対象

主な審査基準

一定の学業成績・英語力
＋
本人、保護者、家族の収入、納
税状況

本人、保護者、家族の収入、納税状況
学業成績・スポーツでの功績・
課外活動での功績など

一定の学業成績・英語力
＋
本人、保護者、家族の収入、納税状況

金銭的な問題だけで諦めないでほしい！

海外の大学が
留学生に奨学金を支給するワケ

海外進学海外進学のための奨学金奨学金

奨学金を獲得できても、一定の成績を維持していないと次学期からの
支給がされない、という条件があるのが一般的です。
成績維持には実はコツがあり、1 年生の時にクラスをたくさん取りすぎ
ないことが大切です。いきなり Psycology101（心理学の授業）など難
しいものを取ってしまった場合、GPA が下がってしまうので注意。

例）UCLA の奨学金案内ページ

例）Scholarships.com ウェブサイト

例）オーストラリア政府奨学金

奨学金まとめサイトで探す

各国大使館で奨学金情報がないか探す

奨学金制度が充実している海外ならではですが、
いろいろなまとめサイトがあります。奨学金あ

実は各国の在日大使館ウェブサイトにも
その国政府から日本人のために設定され
た奨学金情報が掲載されています。

りきで大学選定するなら、こ
ういった情報を足がかりに始
めるのも手です。

奨学金のタイプを理解したら、実際に自分に合った奨学金を探してみましょう。とっておきの検索サイトをご紹介します。
国内で提供される主な奨学金はほとんどここから検索できるかと思います。

高校時代にカリフォルニアへ短期留学。高校卒業後、
アメリカのリンデンウッド大学 へ進学。（石川真由さん）

リンデンウッド大学　卒業

海外の大学では「学生への投資」の目的で奨学金が設定されます。優秀な学
生へ投資 (= 奨学金支給 ) してその学生が大学の広告塔になり、将来の入学
者増 (= リターン ) を図るのです。大学にとって奨学金の支給は、コストで
はなくあなたの将来に投資される、と考えると、奨学金応募の仕方、奨学金
を受けながらの学生生活の考え方も変わってくるのではないでしょうか

私は進学費用のことを一番心配していました。私の家族は特別裕福ってわけ

でもなく、私自身もそんなに高いお金は親に出させたくないって思っていた

からです。予算が限られていたので、行ける大学の選択肢は少なかったので

すが、いろいろ調べる中で、アメリカは奨学金制度が充実していることを知

りました。なんとかこれを使えないかと模索しました。自分でも調べました

が、最終的には留学カウンセラーの方から情報を得て、奨学金プログラムに

応募することで、なんと日本の私立大学に行くのと同じくらいの値段でアメ

リカの大学に通うことができました。

もともと異文化交流や海外に興味があった私ですが、最終的にアメリカ大学

進学を決心できたのは奨学金の存在があったからでした。「留学」という道は、

未知の世界。飛び込んでみないと見られない景色です。大切なのは進んだ先

に自分が一体何を見ようとしているのか。留学を実現する方法はいくつでも

あるんです。どうか留学という「誰にも奪うことのできない自分だけの経験」

を金銭的な問題のせいで逃さないでほしいです。

奨学金受給をもらい続けるためのGPA維持のコツ
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